
【北空知支所：地域第二係】

課題番号29 担い手を核とした持続可能な経営体の育成
～ 共に協力して何事も成功しよう ～

対象：沼田町共成地域（16戸）

1  活動の背景

地域の概要 平均耕地面積 25.6ha 経営者の平均年齢49歳 経営面積の約77%が水稲

若手農業者が多い

（1）担い手のスキルアップ

若手農業者個々の営農に向けた問題解消

個々の問題解消に
向けた対策実施

基本的な農業
知識の習得

将来的な労働力の不安

（2）効率的な農作業体系 の確立

水稲の効率化・省力化技術の導入

疎植栽培の導入
と地域への普及

ハイコヌカグサの
除草技術の確立

2 活動の経過

（1）担い手のスキルアップ （対象：若手農業者 9戸）

若手農業者９名に栽培管理上の問題点や、今後スキルアップしたい事項について聞き

取りを行い、表１のとおり個々の取り組み内容を決定！
問題解決に向けた調査や技術提案・支援を個別巡回により実施。

（2）効率的な農作業体系の確立 （対象：水田作付け農業者 16戸）

疎植栽培の株間として20～25cmを提案

ハイコヌカグサ対策として稲刈り後の除草剤散布と水田除草剤銘柄について提案
実施ほ場における、除草効果の確認

（3）共通

５月に育苗講習会、７月に水稲現地研修会を実施

3 成果の具体的内容

若手農業者個々の問題解消について
は、目標４戸に対し実績６戸達成す
ることができた。

（1）担い手のスキルアップ

写真1 育苗研修会 写真2 現地研修会

若手農業者個々の営農に向けた問題解消 （目標 4戸 → 実績 6戸）



育苗ハウスの換気と
かん水管理について
説明し、理解され、
管理方法が改善した 。

その結果、移植直前
の草丈は９cm、下
部がしっかりしてお
り、第一分げつも重
量感がある苗になっ
た。

水稲苗質改善

写真３ 育苗管理支援

写真４ 移植前の丈は９cm!!

ドローンが普及
したことから、
「うどん粉病の
適期防除が容易
になり、かぼ
ちゃの肥大、製
品歩留まり、収
量共に向上した。

観賞用かぼちゃ病害対策

写真５ 防除風景

写真６ 病害発生確認

水不足およびかん水
ムラが原因であるこ
とが判明した。
かん水量を増やし、
水管理が改善された。

次年度は、かん水
チューブによる水管
理を実施する意向。

ひまわり短茎対策

写真９ 栽培ハウス内の
生育状況

同一水田内の生育が良い
場所とやや不良の場所の
土壌状態を確認した。

下層土の違いが理解され、
肥培管理に対する意欲が
向上した。

土壌肥料の学習

写真７ 土壌断面調査

写真10 支援の様子

（２）効率的な農作業体系の確立

水稲の効率化・省力化技術の導入
（目標 4戸 → 実績 ４戸）

疎植栽培の利点と欠点が理解され、
取り組み農業者が増えた。

写真11 疎植栽培の展示ほ

写真12 ハイコヌカグサ対策
未実施ほ場

写真13 ハイコヌカグサ対策
実施ほ場

前年秋に外縁に除草剤の散布し、移植後も水田除草
剤についても効果が期待できる除草剤を選択したこ
とにより、ハイコヌカグサの発生を抑制できた。

○適切な育苗管理についての要望が多いため、苗質の向上に向けた管理技術の支援を行う。
○土壌の基礎知識については、対象を地域全体に広げて勉強会を開催していく。
○野菜や花きの省力技術の導入や収量性の向上についての要望が多いため、省力化技術の導入支援
や生産性向上に向けた新技術の導入について支援を行っていく。

○水稲の疎植栽培技術は地域に一定程度定着したことから、重点地域での活動を終了し、他地域へ
の波及を図っていく。

（1）担い手のスキルアップ

（2）効率的な農作業体系の確立

写真８ 左：生育良 右：生育やや不良

農業者からの評判が良かった活動

４ 今後の課題と対応


